小児がん・AYA世代のがん患者さんへの支援
産業医科大学病院では、小児がん患者さんやAYA世代（Adolescent and Young Adult: 思春期・若年成人世代）の患者さんに対し、年齢やライフステージに応じた診療および支援を行っています。
小児がん診療
小児がんは成人のがんとは異なる特徴を持ち、専門的な知識や経験に基づく診療が必要です。当院では、小児科をはじめとする関係診療科が連携し、小児がん患者さんの診療に取り組んでいます。また、病状や治療内容に応じて、小児がん拠点病院や小児がん専門施設と連携しながら診療を行っています。
主な支援内容
・小児がんに関する診断および治療
・化学療法・支持療法
・治療中の症状緩和
・長期フォローアップ
・患児・家族への心理社会的支援
・小児がん拠点病院との連携診療
・ご家族への支援（治療内容に関する説明、療養生活に関する相談、医療費や福祉制度に関する相談、心理的支援等　→　詳細はがん相談支援センターをご参照ください）
AYA世代のがん患者さんへの支援
AYA世代（15歳から39歳頃）は、進学、就職、結婚、妊娠・出産など人生における重要なライフイベントが集中する時期です。そのため、AYA世代のがん患者さんでは、治療そのものに加えて、生活や将来設計への支援が必要となります。当院では、患者さんの希望や生活背景を尊重しながら、治療と生活の両立を支援しています。
就学支援
治療中であっても学業を継続できるよう、院内学級での授業、学校との情報共有、休学・復学に関する相談、教育機関との連携などを行っています。
就労支援
治療と仕事を両立できるよう、就労継続に関する相談、職場との調整に関する助言、傷病手当金など社会保障制度の案内、復職支援などを実施しています（詳細は、就学・就労支援センターを参照ください）。
心理社会的支援
AYA世代特有の様々な悩みに対する相談をお受けいたします（詳細は、がん相談支援センターをご参照ください）。
妊孕性温存療法への支援
がん治療には、将来の妊娠・出産に影響を及ぼす可能性があるものがあります。当院では、妊孕性への影響が想定される患者さんおよびご家族に対し、治療方針決定前から適切な情報提供を行い、将来の妊娠・出産に関する希望について相談できる体制を整えています。
当院での支援内容
　・妊孕性に関する情報提供
　・がん治療による影響についての説明
　・意思決定支援
　・治療後の妊娠・出産に関する相談
生殖医療専門施設との連携
妊孕性温存療法は高度な専門性を要するため、当院では生殖医療専門施設と連携して対応しています。患者さんの希望や治療計画に応じて、専門施設への紹介や診療連携を行います。

